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１．件 名：新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（女川原子力発

電所２号炉工事計画）（７８） 

２．日 時：令和３年３月１日 １３時３０分～１６時４０分 

３．場 所：原子力規制庁 ８階Ａ会議室（一部ＴＶ会議システムを利用） 

４．出席者：（※ ＴＶ会議システムによる出席） 

原子力規制庁： 

（新基準適合性審査チーム） 

江嵜企画調査官※、三浦上席安全審査官、植木主任安全審査官、 

藤原主任安全審査官、小野安全審査専門職※、土居安全審査専門職、 

谷口技術参与 

 

東北電力株式会社： 

原子力本部 土木建築部 副部長、他１名 

原子力本部 土木建築部 部長、他６名※ 

 

５．要 旨 

（１）東北電力株式会社から、女川原子力発電所２号炉の工事計画補正申請の

うち、地下水低下設備の耐震性について、提出資料に基づき説明があっ

た。 

 

（２）これに対し、原子力規制庁は以下の点について指摘等を行うとともに、

今後、説明内容について引き続き確認することとした。 

 ＜地下水位低下設備の耐震計算の方針＞ 

○ 既設揚水井戸を管路として評価しないことについて、既設揚水井戸の

改造方法及び基準地震動Ｓｓに対する設計の考え方を整理して説明す

ること。 

  

 ＜地下水位低下設備接続桝の耐震性についての計算書＞ 

○ 接続桝の各部位について、ヒューム管との接合部及びヒューム管の構

造仕様を整理した上で、接合部上の境界条件等の設計の考え方を説明

すること。 

 

＜地下水位低下設備揚水井戸の耐震性についての計算書＞ 

○ 揚水井戸の隅角部の配筋の状況について、集水ピット壁部の縦筋がＲ

―θ配筋、底版がＸ―Ｙ配筋であることを踏まえて施工可能であるこ
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とを説明すること。 

 

 ＜地下水位低下設備の耐震性に係る補足説明資料＞ 

○ 鋼管について、掘進等の施工方法に対する解析モデルの適用性を説明

すること。 

○ ヒューム管及び鋼管について、地盤の地震応答特性や部位の損傷モー

ドを整理した上で、荷重設定の考え方を説明すること。 

○ 揚水井戸について、接続開口の箇所が耐震評価に及ぼす影響を説明す

ること。 

○ 地盤ばねの設定について、根拠としている規格・基準の適用範囲を踏

まえて、考え方を説明すること。 

 

（３）東北電力株式会社から、（２）について了解した旨の回答があった。 

 

なお、本面談については、事業者から対面での面談開催の希望があったため、

「新型コロナウイルス感染症対策に係る原子力規制委員会の対応の一部変更に

ついて」（令和２年６月２４日 第１２回原子力規制委員会配付資料）に基づき、

一部対面で実施した。 

 

６．その他 

提出資料： 

（１）Ⅵ－２－１３－１ 地下水位低下設備の耐震計算の方針（Ｏ２－工－Ｂ－

１９－００６９＿改０） 

（２）Ⅵ－２－１３－２ 地下水位低下設備ドレーンの耐震性についての計算

書（Ｏ２－工－Ｂ－１９－００７０＿改０） 

（３）Ⅵ－２－１３－３ 地下水位低下設備接続桝の耐震性についての計算書

（Ｏ２－工－Ｂ－１９－００７１＿改０） 

（４）Ⅵ－２－１３－４ 地下水位低下設備揚水井戸の耐震性についての計算

書（Ｏ２－工－Ｂ－１９－００７２＿改０） 

（５）補足－６００－２５－２ 地下水位低下設備の耐震性に係る補足説明資

料（Ｏ２－補－Ｅ－１９－０６００－２５－２＿改０） 

（６）Ⅵ－２－１３－５ 地下水位低下設備揚水井戸の地震応答計算書（Ｏ２－

工－Ｂ－１９－００７３＿改０） 

（７）Ⅵ－５－３２ 計算機プログラム（解析コード）の概要・ＳＬＡＰ（Ｏ２

－工－Ｂ－２２－００３９＿改０）（令和３年２月２５日提出資料） 

（８）Ⅵ－５－３７ 計算機プログラム（解析コード）の概要・ＴＤＡＰⅢ（Ｏ
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２－工－Ｂ－２２－００４４＿改０）（令和３年２月２５日提出資料） 

（９）Ⅵ－５－６１ 計算機プログラム（解析コード）の概要・ＦＲＡＭＥ（面

内）（Ｏ２－工－Ｂ－２２－００６８＿改０）（令和３年２月２５日提出資

料） 

 

以上 


